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【主担当部局：教育委員会】 

現状と課題 

①学校の課題を保護者や地域の方々と共有し、子どもの豊かな学びの実現に向けて連携・協働して取

り組むため、地域とともにある学校づくりサポーターの派遣や県の指導主事の訪問を通して学校等

への助言を行うなど、コミュニティ・スクールおよび地域学校協働本部の拡充に取り組んでいます。

さらに、地域の方々の参画により子どもたちの学習支援に取り組む市町を支援しています。今後も、

コミュニティ・スクールおよび地域学校協働本部の拡充等の取組により、学校・家庭・地域が一体

となった教育活動を進める必要があります。 

 

②人口減少や経済・社会のグローバル化、急速な技術革新に伴う超スマート社会など、教育を取り巻

く環境が変化する中、これからの時代を生きていくために求められる力を育むため、県立高等学校

活性化計画の策定を進めています。今後も、策定に向けた検討を進めていく必要があります。 

 

③「令和３年度三重県教員研修計画」に基づき、コンプライアンス等の素養や児童生徒理解、授業力

向上等に係る研修を実施しました。また、生徒指導、人権教育、特別支援教育等、多様な教育課題

やＩＣＴ活用指導力の向上に係る研修を実施しました。引き続き、教職を担うにあたり必要な素養

や専門性が身につけられるよう、教職員の資質向上に向けた研修を実施するとともに、今日的な教

育課題に対応するための研修を実施する必要があります。 

 

④多言語でも相談できる、いじめ等に関する相談窓口「子どもＳＮＳ相談みえ」には、12 月末までに

438 件の相談がありました。今後も、必要な場合に迅速な対応ができるよう関係課等との情報共有

を密にし、より丁寧な相談を進める必要があります。 

 

⑤学校におけるＩＣＴ環境の整備を進めるとともに、専門人材を活用して、授業での効果的な活用や

円滑な運用に係る助言等の支援を行っています。今後、ＩＣＴを活用して、より効果的な学びが実

現できるよう取り組んでいく必要があります。 

 

⑥令和２年３月に策定した「三重県立学校施設長寿命化計画」に基づき、学校施設の老朽化対策を計

画的に進めるとともに、トイレの洋式化にも取り組んでいます。県立学校においては、建築から長

期間経過している校舎が多いことから、今後も、計画的に老朽化対策を進める必要があります。 

 

⑦個性豊かで多様な教育が推進されるよう私立学校への経常的経費等の補助を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

教育環境の整備 



令和４年度の取組方向 

 

①学校が保護者や地域の方々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となって子どもたちを育むため、

コミュニティ・スクールの拡充に向けた取組を進めるとともに、幅広い地域住民、団体が参画し、

目標を共有することにより、地域と学校がパートナーとして連携・協働する地域学校協働活動を推

進します。 

 

②次期県立高等学校活性化計画に基づき、高校における魅力化・特色化の取組を進めるとともに、地

域協議会において各地域の高校の活性化や今後のあり方について協議を進めます。 

 

③教職員として必要な素養や児童生徒理解、授業力等に係る研修を実施し、教育課題に対応できる専

門性、指導力の向上に取り組むとともに、いじめ・不登校に対応するため、より実践的な研修を新

たに実施します。 

 

 ④子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、いじめ問題に悩む子どもや保護者が 24時間いつでも

相談できるいじめ電話相談を実施します。また、子どもたちが気軽に相談できる窓口として、引き

続き、多言語でも「子どもＳＮＳ相談みえ」を実施します。 

 

⑤ＩＣＴを活用し、動画を用いて理解を深める学習や双方向による学習など、生徒一人ひとりに応じ

た学習や協働的な学びを進めるとともに、オンデマンド教材による学習や宿題のやり取りなど、学

校と家庭で切れ間ない学習を実現します。 

 

⑥県立学校施設について、「三重県立学校施設長寿命化計画」に基づき、安全面を最優先に計画的に外

壁等の老朽化対策を進めます。あわせて、普通教室棟のトイレの洋式化など、設備面での機能の向

上にも取り組みます。 

 

 

 ⑦私立学校に対して、経常的経費等への補助を行うとともに、学校訪問等において、学校が抱える課

題等に効果的な助言等を行うことにより、個性豊かで多様な教育の推進および健全な学校運営を支

援します。 
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主な事業 

 

①地域と学校の連携・協働体制構築事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ４ 教育指導費） 

予算額：(R3) ６，２２６千円  → (R4) ５，１０２千円 

事業概要：地域とともにある学校づくりを進めるため、地域学校協働本部の取組や、各市町のコ

ミュニティ・スクールの拡充に向けた取組を支援します。また、地域未来塾など放課

後等に補充的な学習支援に取り組む市町に対して補助を行います。 

 

②教育改革推進事業 

（第 10 款 教育費 第１項 教育総務費 ２ 事務局費） 

予算額：(R3) ３，６９６千円 → (R4)  ３，８２６千円 

事業概要：本県教育の今後のあり方について、国の教育改革の動向をふまえ、幅広い視点から検

討する教育改革推進会議を開催します。また、地域協議会を開催し、各地域における

高校の活性化や今後のあり方について協議を行います。 

 

③（一部新）教職員研修事業 

（第 10 款 教育費  第１項 教育総務費 ５ 総合教育センター費） 

   予算額：(R3) ２７，７６５千円 → (R4)   ３８，０５８千円 

事業概要：子どもたちが学習指導要領で求められる資質・能力を身につけられるよう、「令和４

年度三重県教員研修計画」に基づき、主体的・対話的で深い学びの授業改善につなが

る研修を行うとともに、市町教育委員会や学校での状況をふまえ、ＩＣＴ活用指導力

の向上に向けた実践的な研修を実施します。また、不登校児童生徒への早期支援や学

校での組織的支援を行うための研修を実施するとともに、インターネット・ＳＮＳ上

でのいじめやトラブルの未然防止、安全に利用するための指導方法に係る研修を実施

します。 

 

④（一部新）教育相談事業 

（第 10 款 教育費  第１項 教育総務費 ５ 総合教育センター費） 

予算額：（R3） ６０，２５５千円 → （R4）  ６１，２７３千円 

事業概要：臨床心理相談専門員を配置して、子どもたちの心の問題の解決に向けた専門的教育相

談を行うとともに、学校での教育相談体制を支援するための派遣を行います。教職員

の教育相談に係る力量の向上を図る研修や、校内の教育相談体制づくりを推進する中

核的リーダーの育成をめざした教育相談研修を実施します。不登校児童生徒や保護者

へ適切な支援や対応ができるよう、教育支援センターの指導員等の実践力向上を図る

研修を新たに実施します。さらに、いじめ電話相談や多言語でも相談できる「子ども

ＳＮＳ相談みえ」を引き続き実施します。 
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⑤学校における働き方改革推進事業 

（第 10 款 教育費  第１項 教育総務費 ３ 教職員人事費） 

予算額：（R3） ２９４，９２８千円 → （R4） ３１７，３７３千円 

事業概要：限られた時間の中で子どもたちと向き合う時間を確保し、より効果的な教育活動を持

続的に行うため、感染症拡大防止のための業務や学習教材の準備など、教員の支援を

行うスクール・サポート・スタッフを、引き続きすべての公立学校に配置します。 

 

⑥学校情報ネットワーク事業 

（第 10 款 教育費  第４項 高校教育費 ２ 高等学校管理費） 

予算額：(R3) ３００，７４４千円 → (R4) ４２４，６０４千円 

 事業概要：学校情報ネットワークを安全に利用できるよう、機器更新やネットワーク保守など情

報基盤の適切な維持管理を行うとともに、ネットワークを利用する教職員に対して、

端末のトラブル等への対応に係る助言など運用面での支援を行います。 

 

⑦情報教育充実支援事業 

（第 10 款 教育費 第４項 高等学校費 ２ 高等学校管理費） 

予算額： (R3) ２７５，３３４千円 → (R4)  ２５３，３５１千円 

（ ４３６，０７４千円 →      ３５８，０６６千円 ※２月補正含みベース） 

事業概要：県立学校において、教科「情報」で学ぶプログラミング教育や情報デザインなど、専

門的な実習に対応する学習用端末について、リースによる維持、更新を行います。国

の補正予算を活用して、子どもたちの理解がより深まる授業や協働的な学びなどＩＣ

Ｔを用いた教育を充実させるため、指導者用の情報端末を整備します。 

 

⑧校舎その他建築費 

（第 10 款 教育費 第４項 高等学校費 ３ 学校建設費） 

予算額：(R3) １，６７２，３２３千円 → (R4)  ２，８１６，２８７千円 

事業概要：県立高校について、老朽化が進む施設の安全性を維持するため、県立学校施設の長寿

命化計画に基づき、計画的な老朽化対策に取り組むとともに、トイレの洋式化や校舎

のＬＥＤ化など設備面での機能の向上に取り組みます。 

 

 

⑨私立高等学校等振興補助金 

（第 10 款 教育費 第８項 私学振興費 １ 私学振興費） 

予算額：(R3) ４，９２８，５２２千円 → (R4) ５，０５５，３１２千円 

事業概要：公教育の一翼を担う私立学校（小学校・中学校・中等教育学校・高等学校）において、

建学の精神に基づく個性豊かで多様な教育が推進されるよう経常的経費への支援を行

います。 
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